
『広島AIプロセス「報告枠組み」参加に向けた手引き』の概要

⚫ 2025年2月7日から、広島AIプロセスの「国際行動規範」の遵守状況をAI開発企業等が自主的に確認・報告す
る「報告枠組み」がOECDのウェブサイト（https://oecd.ai/en/transparency/overview）で運用開始。

⚫ 2026年5月28日には、中小企業を含むより広範な組織の参加を促すため、自由記述式の「報告枠組み（1.0）」
から、回答選択式等を導入した「報告枠組み2.0」にアップデート。

⚫ 本手引きは、「報告枠組み」に新たに参加する組織がその報告を行うに当たっての参考となるよう、「報告枠組み
（1.0）」に参加した組織からの報告をもとに、蓄積された共通項やベストプラクティスを分析・紹介。「報告枠組み」
の設問・回答で使用されている用語の解説や参考となるガイダンス、ガバナンスフレームワーク等についても紹介。
※ なお、「報告枠組み2.0」は、「報告枠組み（1.0）」とセクション構成は同一であるものの、各セクション内の設問には一部相違があり、また、回答様式が、選択式と記述式を組み合わ
せた様式へと変更されている点に留意が必要。

「報告枠組み」の設問別のガイダンス

①英語原文の日本語訳 ③回答の傾向を分析
②設問の意図を解説 ④共通項・ベストプラクティスなどを紹介

①

②

④③

➢ 「報告枠組み」の設問・回答で使用されている用語（技術的用語を含む。）
を解説し、また、参考となるガバナンスフレームワーク等を紹介。

「報告枠組み」に係る用語集

➢ 「報告枠組み」の設問ごとに、回答傾向、回答の共通項等を
分析し、紹介。
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